
　企業におけるSDGsの取り組みが広がるなか、SDGs委員会の活用から社内の課題解決を図る会社が増え
ている。今回は、SDGs委員会活動としてDXの推進、働きやすい職場環境づくり、またCO₂削減へ挑戦する
光和精鉱株式会社の取り組みを紹介します。

シンワラボ 株式会社　代表取締役　加藤 シゲキ

「SDG s委員会による組織活性化」

　
光
和
精
鉱
株
式
会
社（
以
下
、光
和
精
鉱
）は
、

１
９
６
１
年
２
月
、硫
化
鉄
鉱
石
を
原
料
に
硫
酸
と

高
炉
用
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
、同
時
に
鉱
石
中
に
含
ま
れ

る
有
価
金
属（
金
、銀
、銅
、亜
鉛
、鉛
な
ど
）を
回
収

す
る
事
業
に
よ
り
創
業
さ
れ
た
。そ
の
後
、設
備
と
蓄

積
さ
れ
た
技
術
を
活
用
し
て
、製
鉄
集
塵
ダ
ス
ト
を

処
理
し
、高
炉
用
ペ
レ
ッ
ト
、セ
メ
ン
ト
向
鉄
原
を
製

造
す
る
ほ
か
、産
業
廃
棄
物
処
理
に
大
々
的
に
取
り

組
む
と
い
う
構
造
転
換
を
行
っ
て
い
る
。現
在
は
、独

自
技
術
で
あ
る「
塩
化
揮
発
法
」に
よ
り
、徹
底
リ
サ

イ
ク
ル・資
源
再
利
用
を
実
現
し
、「
循
環
型
社
会
」

の
構
築
へ
、大
き
く
貢
献
す
る
会
社
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
４
月
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会
の
活
動
を

開
始
。初
年
度
は
、外
部
講
師
に
よ
る
勉
強
会
か
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
し
、活
動

テ
ー
マ
の
選
定
を
行
っ
た
。２
年
目
か
ら
、３
つ
の
活

動
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、具
体
的
な
活
動
を
開
始
。

現
在
は
、３
年
目
に
入
り
、参
加
希
望
の
社
員
が
増

え
た
た
め
、委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
約
半
数
を
入
れ
替

え
、活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

会
社
概
要

SDGsから見える
10年後の会社の未来

①
業
務
改
善
チ
ー
ム

　「
各
部
署
で
行
え
る
活
動
で
は
な
く
、手
を
つ
け
に

く
い
所
を
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
で
や
り
た
い
。会
社
全
体
が

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
意
識
を
高
め
て
い
け
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
、社
内
行
動
の
変
化
に
つ
な
げ
た
い
」、と
の

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
意
見
か
ら
、ペ
ー
パ
レ
ス
化
の
推

進
と
会
社
場
内
の
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
構
築
を

２
本
の
活
動
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
ペ
ー
パ
レ
ス
化
は
、Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
り
、紙
の
使
用

量
削
減
に
加
え
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
と
コ
ス
ト
の
削
減
に

つ
い
て
も
目
標
設
定
を
行
っ
た
。マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社

Ｔｅａｍｓ
活
用
に
よ
る
資
料
の
共
有
、会
計
ア
プ
リ

の
導
入
に
よ
り
、書
類
や
申
請
書
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を

実
現
。同
時
に
社
員
へ
の
ス
マ
ホ
配
布
を
進
め
、業
務

全
般
で
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
一
層
、加
速
さ
せ
て
い
る
。ま

た
、事
務
所
プ
リ
ン
タ
ー
を
複
合
機
へ
集
約
し
、台
数

減
に
よ
る
紙
の
使
用
量
の
削
減
、両
面
印
刷
や
モ
ノ

カ
ラ
ー
印
刷
の
推
奨
、ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
印
刷
面
積
の
縮

小
等
、あ
ら
ゆ
る
面
で
の
改
善
活
動
が
効
果
を
発
揮

し
て
い
る
。

　
場
内
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化（
図
１
）は
、業
務
全
般

の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
必
須
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、計
画
を
進
め

て
い
る
。物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
設
備
保
全

管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
を
利
用
し

た
安
全
業
務
の
推
進
、場
内
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
整

備
を
行
う
上
で
も
、必
要
不
可
欠
な
通
信
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

光
和
精
鉱

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
会
に
つ
い
て
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第5回　光和精鉱 株式会社
こう　わ　せい こう

②
新
規
事
業
開
発・Ｃ
Ｏ
２
削
減
チ
ー
ム

　
新
規
事
業
開
発
を
テ
ー
マ
に
発
足
し
、現
在
は
会

社
全
体
の
脱
炭
素
化・Ｃ
Ｏ
２
削
減（
図
２
）を
目
標
に

活
動
し
て
い
る
。本
業
で
あ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
は

も
と
よ
り
、社
員
個
人
レ
ベ
ル
に
お
け
る
脱
炭
素
活

動
の
啓
発
も
行
う
。

　「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
実
績
に
よ
り
、産
廃
物
の

集
荷
量
を
増
や
す
こ
と
」を
活
動
目
標
と
し
て
設

定
。他
社
よ
り
産
廃
処
理
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
少

な
く
、燃
え
殻
の
埋
め
立
て
ゼ
ロ
、資
源
循
環
を
実
現

す
る
こ
と
で
、結
果
、環
境
へ
配
慮
し
た
処
理
を
行
う

光
和
精
鉱
へ
の
集
荷
機
会
の
拡
大
を
目
指
す
。

　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
の
取
組
事
例
に
つ
い
て
も
研
究
を
重

ね
、削
減
方
法
を
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
更
、②
リ
サ
イ

ク
ル
促
進
、③
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
、④
Ｃ
Ｏ
２

回
収
に
よ
る
排
出
削
減
の
４
点
に
分
類
し
、光
和
精

鉱
独
自
の
施
策
を
提
案
し
た
。

③
働
き
や
す
い
職
場
改
善
チ
ー
ム

　
社
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
改
善
や
働
き

方
改
革
を
考
え
る
チ
ー
ム
。従
業
員
を
大
切
に
す
る

取
り
組
み
を
実
践
す
る
こ
と
で
会
社
Ｐ
Ｒ
、採
用
、定

着
率
Ｕ
Ｐ
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
光
和
精
鉱
で
は
、従
業
員
の
健
康
増
進
か
ら
生
産

性
の
向
上
を
図
る
健
康
経
営
を
導
入
し
、経
済
産
業

省
か
ら
毎
年
、健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
を
受
け
て

い
る
。特
筆
す
べ
き
は
、従
業
員
の
健
康
診
断
の
結
果

を
H
P
で
公
表
し
、継
続
し
て
健
康
改
善
へ
の
努
力

を
続
け
て
い
る
こ
と
。

　
な
か
で
も
食
習
慣
の
改
善
を
目
指
し
、設
置
型
社

食（
写
真
１
）を
新
設
。安
価
で
手
軽
に
購
入
で
き
る
こ

と
か
ら
社
員
に
喜
ば
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
福
利
厚
生

制
度
の
改
善
へ
取
り
組
み
、安
全・安
心
な
職
場
環
境

を
構
築
し
、働

き
甲
斐
の
あ

る
会
社
づ
く

り
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
の
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委

員
会
チ
ー
ム

で
あ
る
。

　
今
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
会
の
方
向
性
に
つ
い
て
、全

体
を
統
括
す
る
有
働
康
之
取
締
役
に
伺
う
と「
会
社

の
戦
略
を
踏
ま
え
、前
年
度
以
上
に
具
体
的
な
会
社

施
策
へ
つ
な
が
る
活
動
を
目
指
し
て
い
く
」と
の
こ

と
。若
手
中
心
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、部
門
の

枠
を
越
え
た
活
発
な
議
論
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動

が
経
営
陣
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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手
軽
に
購
入
で
き
る
こ

と
か
ら
社
員
に
喜
ば
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
福
利
厚
生

制
度
の
改
善
へ
取
り
組
み
、安
全・安
心
な
職
場
環
境

を
構
築
し
、働

き
甲
斐
の
あ

る
会
社
づ
く

り
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
の
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委

員
会
チ
ー
ム

で
あ
る
。

　
今
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
会
の
方
向
性
に
つ
い
て
、全

体
を
統
括
す
る
有
働
康
之
取
締
役
に
伺
う
と「
会
社

の
戦
略
を
踏
ま
え
、前
年
度
以
上
に
具
体
的
な
会
社

施
策
へ
つ
な
が
る
活
動
を
目
指
し
て
い
く
」と
の
こ

と
。若
手
中
心
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、部
門
の

枠
を
越
え
た
活
発
な
議
論
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動

が
経
営
陣
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

図1

工場全景

加納睦也社長

場内無線ネットワーク化エリア
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光
和
精
鉱
株
式
会
社（
以
下
、光
和
精
鉱
）は
、

１
９
６
１
年
２
月
、硫
化
鉄
鉱
石
を
原
料
に
硫
酸
と

高
炉
用
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
、同
時
に
鉱
石
中
に
含
ま
れ

る
有
価
金
属（
金
、銀
、銅
、亜
鉛
、鉛
な
ど
）を
回
収

す
る
事
業
に
よ
り
創
業
さ
れ
た
。そ
の
後
、設
備
と
蓄

積
さ
れ
た
技
術
を
活
用
し
て
、製
鉄
集
塵
ダ
ス
ト
を

処
理
し
、高
炉
用
ペ
レ
ッ
ト
、セ
メ
ン
ト
向
鉄
原
を
製

造
す
る
ほ
か
、産
業
廃
棄
物
処
理
に
大
々
的
に
取
り

組
む
と
い
う
構
造
転
換
を
行
っ
て
い
る
。現
在
は
、独

自
技
術
で
あ
る「
塩
化
揮
発
法
」に
よ
り
、徹
底
リ
サ

イ
ク
ル・資
源
再
利
用
を
実
現
し
、「
循
環
型
社
会
」

の
構
築
へ
、大
き
く
貢
献
す
る
会
社
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
４
月
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会
の
活
動
を

開
始
。初
年
度
は
、外
部
講
師
に
よ
る
勉
強
会
か
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
し
、活
動

テ
ー
マ
の
選
定
を
行
っ
た
。２
年
目
か
ら
、３
つ
の
活

動
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、具
体
的
な
活
動
を
開
始
。

現
在
は
、３
年
目
に
入
り
、参
加
希
望
の
社
員
が
増

え
た
た
め
、委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
約
半
数
を
入
れ
替

え
、活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

写真3.社員有志による毎月の公園清掃活動（若戸大橋を望む大橋公園にて） 写真2.研修旅行で訪れた他府県の高校生へのSDGs授業

シンワラボ 株式会社　代表取締役　加藤 シゲキ
経済産業省 九州経済産業局 SDGsパートナー機関
https://shinwalab.jp　mail:s.kato@shinwalab.jp

取材ノート

　来春の採用について、総務部の麻生那々子氏へ聞くと「来春入社の採用内定者は現在7名。例年に
比べかなり人数を増やしている。これは

ワンデイ
1日インターンシップ導入やワークライフバランスの向上（注）

（昨年度、有給取得率93.3％。残業時間の短縮とともに年々向上）、独身寮や社宅等の福利厚生制度に
ついて、採用媒体や会社説明会で具体的に伝えた結果だと思う」とのこと。
　また、光和精鉱では「企業によるSDGs活動」を学びたい他府県からの研修旅行生（写真2）を受け入れて
いる。北九州市からの推薦もあり、広くSDGsの取組みが知られる存在となった。もともと2006年から
17年間続く、毎月の社員による地元公園の清掃活動（写真3）を行っている等、地域貢献活動が企業文化
の会社である。こうした伝統に加え、今回ご紹介したSDGs委員会が新たな組織風土として実りつつある
ことを取材から強く感じた。
注.2020年度、北九州市第14回女性活躍・ワークライフバランス表彰『市長賞』を受賞。

①
業
務
改
善
チ
ー
ム

　「
各
部
署
で
行
え
る
活
動
で
は
な
く
、手
を
つ
け
に

く
い
所
を
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
で
や
り
た
い
。会
社
全
体
が

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
意
識
を
高
め
て
い
け
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
、社
内
行
動
の
変
化
に
つ
な
げ
た
い
」、と
の

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
意
見
か
ら
、ペ
ー
パ
レ
ス
化
の
推

進
と
会
社
場
内
の
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
構
築
を

２
本
の
活
動
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
ペ
ー
パ
レ
ス
化
は
、Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
り
、紙
の
使
用

量
削
減
に
加
え
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
と
コ
ス
ト
の
削
減
に

つ
い
て
も
目
標
設
定
を
行
っ
た
。マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社

Ｔｅａｍｓ
活
用
に
よ
る
資
料
の
共
有
、会
計
ア
プ
リ

の
導
入
に
よ
り
、書
類
や
申
請
書
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を

実
現
。同
時
に
社
員
へ
の
ス
マ
ホ
配
布
を
進
め
、業
務

全
般
で
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
一
層
、加
速
さ
せ
て
い
る
。ま

た
、事
務
所
プ
リ
ン
タ
ー
を
複
合
機
へ
集
約
し
、台
数

減
に
よ
る
紙
の
使
用
量
の
削
減
、両
面
印
刷
や
モ
ノ

カ
ラ
ー
印
刷
の
推
奨
、ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
印
刷
面
積
の
縮

小
等
、あ
ら
ゆ
る
面
で
の
改
善
活
動
が
効
果
を
発
揮

し
て
い
る
。

　
場
内
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化（
図
１
）は
、業
務
全
般

の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
必
須
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、計
画
を
進
め

て
い
る
。物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
設
備
保
全

管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
を
利
用
し

た
安
全
業
務
の
推
進
、場
内
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
整

備
を
行
う
上
で
も
、必
要
不
可
欠
な
通
信
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

今年度SDGs委員会メンバー
【写真右:前列左から】吉永文也（九州営業所）・麻生那々子（総務人事課）・百﨑美奈子（製造部）・古市彩子（分析課）【後列左から】佐藤大輔（営業企画室）・岡野哲也
（PCB処理課）・小西啓太（DX推進課）・多田朔也（操業技術課）・高橋祐介（操業技術課）・有働康之（総務部長/取締役）
【写真左:前列左から】溝端一史（経理課）・宮本翔平（設備課）【後列左から】田上久美子（九州営業所）・松本悠佑（保全課）

②
新
規
事
業
開
発・Ｃ
Ｏ
２
削
減
チ
ー
ム

　
新
規
事
業
開
発
を
テ
ー
マ
に
発
足
し
、現
在
は
会

社
全
体
の
脱
炭
素
化・Ｃ
Ｏ
２
削
減（
図
２
）を
目
標
に

活
動
し
て
い
る
。本
業
で
あ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
は

も
と
よ
り
、社
員
個
人
レ
ベ
ル
に
お
け
る
脱
炭
素
活

動
の
啓
発
も
行
う
。

　「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
実
績
に
よ
り
、産
廃
物
の

集
荷
量
を
増
や
す
こ
と
」を
活
動
目
標
と
し
て
設

定
。他
社
よ
り
産
廃
処
理
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
少

な
く
、燃
え
殻
の
埋
め
立
て
ゼ
ロ
、資
源
循
環
を
実
現

す
る
こ
と
で
、結
果
、環
境
へ
配
慮
し
た
処
理
を
行
う

光
和
精
鉱
へ
の
集
荷
機
会
の
拡
大
を
目
指
す
。

　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
の
取
組
事
例
に
つ
い
て
も
研
究
を
重

ね
、削
減
方
法
を
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
更
、②
リ
サ
イ

ク
ル
促
進
、③
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
、④
Ｃ
Ｏ
２

回
収
に
よ
る
排
出
削
減
の
４
点
に
分
類
し
、光
和
精

鉱
独
自
の
施
策
を
提
案
し
た
。

③
働
き
や
す
い
職
場
改
善
チ
ー
ム

　
社
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
改
善
や
働
き

方
改
革
を
考
え
る
チ
ー
ム
。従
業
員
を
大
切
に
す
る

取
り
組
み
を
実
践
す
る
こ
と
で
会
社
Ｐ
Ｒ
、採
用
、定

着
率
Ｕ
Ｐ
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
光
和
精
鉱
で
は
、従
業
員
の
健
康
増
進
か
ら
生
産

性
の
向
上
を
図
る
健
康
経
営
を
導
入
し
、経
済
産
業

省
か
ら
毎
年
、健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
を
受
け
て

い
る
。特
筆
す
べ
き
は
、従
業
員
の
健
康
診
断
の
結
果

を
H
P
で
公
表
し
、継
続
し
て
健
康
改
善
へ
の
努
力

を
続
け
て
い
る
こ
と
。

　
な
か
で
も
食
習
慣
の
改
善
を
目
指
し
、設
置
型
社

食（
写
真
１
）を
新
設
。安
価
で
手
軽
に
購
入
で
き
る
こ

と
か
ら
社
員
に
喜
ば
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
福
利
厚
生

制
度
の
改
善
へ
取
り
組
み
、安
全・安
心
な
職
場
環
境

を
構
築
し
、働

き
甲
斐
の
あ

る
会
社
づ
く

り
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
の
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委

員
会
チ
ー
ム

で
あ
る
。

　
今
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
会
の
方
向
性
に
つ
い
て
、全

体
を
統
括
す
る
有
働
康
之
取
締
役
に
伺
う
と「
会
社

の
戦
略
を
踏
ま
え
、前
年
度
以
上
に
具
体
的
な
会
社

施
策
へ
つ
な
が
る
活
動
を
目
指
し
て
い
く
」と
の
こ

と
。若
手
中
心
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、部
門
の

枠
を
越
え
た
活
発
な
議
論
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動

が
経
営
陣
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

写真1.設置型社食サービス 図2
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光
和
精
鉱
株
式
会
社（
以
下
、光
和
精
鉱
）は
、

１
９
６
１
年
２
月
、硫
化
鉄
鉱
石
を
原
料
に
硫
酸
と

高
炉
用
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
、同
時
に
鉱
石
中
に
含
ま
れ

る
有
価
金
属（
金
、銀
、銅
、亜
鉛
、鉛
な
ど
）を
回
収

す
る
事
業
に
よ
り
創
業
さ
れ
た
。そ
の
後
、設
備
と
蓄

積
さ
れ
た
技
術
を
活
用
し
て
、製
鉄
集
塵
ダ
ス
ト
を

処
理
し
、高
炉
用
ペ
レ
ッ
ト
、セ
メ
ン
ト
向
鉄
原
を
製

造
す
る
ほ
か
、産
業
廃
棄
物
処
理
に
大
々
的
に
取
り

組
む
と
い
う
構
造
転
換
を
行
っ
て
い
る
。現
在
は
、独

自
技
術
で
あ
る「
塩
化
揮
発
法
」に
よ
り
、徹
底
リ
サ

イ
ク
ル・資
源
再
利
用
を
実
現
し
、「
循
環
型
社
会
」

の
構
築
へ
、大
き
く
貢
献
す
る
会
社
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
４
月
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会
の
活
動
を

開
始
。初
年
度
は
、外
部
講
師
に
よ
る
勉
強
会
か
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
し
、活
動

テ
ー
マ
の
選
定
を
行
っ
た
。２
年
目
か
ら
、３
つ
の
活

動
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、具
体
的
な
活
動
を
開
始
。

現
在
は
、３
年
目
に
入
り
、参
加
希
望
の
社
員
が
増

え
た
た
め
、委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
約
半
数
を
入
れ
替

え
、活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

写真3.社員有志による毎月の公園清掃活動（若戸大橋を望む大橋公園にて） 写真2.研修旅行で訪れた他府県の高校生へのSDGs授業
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　来春の採用について、総務部の麻生那々子氏へ聞くと「来春入社の採用内定者は現在7名。例年に
比べかなり人数を増やしている。これは

ワンデイ
1日インターンシップ導入やワークライフバランスの向上（注）

（昨年度、有給取得率93.3％。残業時間の短縮とともに年々向上）、独身寮や社宅等の福利厚生制度に
ついて、採用媒体や会社説明会で具体的に伝えた結果だと思う」とのこと。
　また、光和精鉱では「企業によるSDGs活動」を学びたい他府県からの研修旅行生（写真2）を受け入れて
いる。北九州市からの推薦もあり、広くSDGsの取組みが知られる存在となった。もともと2006年から
17年間続く、毎月の社員による地元公園の清掃活動（写真3）を行っている等、地域貢献活動が企業文化
の会社である。こうした伝統に加え、今回ご紹介したSDGs委員会が新たな組織風土として実りつつある
ことを取材から強く感じた。
注.2020年度、北九州市第14回女性活躍・ワークライフバランス表彰『市長賞』を受賞。
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業
務
改
善
チ
ー
ム

　「
各
部
署
で
行
え
る
活
動
で
は
な
く
、手
を
つ
け
に

く
い
所
を
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
で
や
り
た
い
。会
社
全
体
が

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
意
識
を
高
め
て
い
け
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
、社
内
行
動
の
変
化
に
つ
な
げ
た
い
」、と
の

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
意
見
か
ら
、ペ
ー
パ
レ
ス
化
の
推

進
と
会
社
場
内
の
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
構
築
を

２
本
の
活
動
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
ペ
ー
パ
レ
ス
化
は
、Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
り
、紙
の
使
用

量
削
減
に
加
え
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
と
コ
ス
ト
の
削
減
に

つ
い
て
も
目
標
設
定
を
行
っ
た
。マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社

Ｔｅａｍｓ
活
用
に
よ
る
資
料
の
共
有
、会
計
ア
プ
リ

の
導
入
に
よ
り
、書
類
や
申
請
書
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を

実
現
。同
時
に
社
員
へ
の
ス
マ
ホ
配
布
を
進
め
、業
務

全
般
で
の
Ｄ
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推
進
を
一
層
、加
速
さ
せ
て
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る
。ま

た
、事
務
所
プ
リ
ン
タ
ー
を
複
合
機
へ
集
約
し
、台
数

減
に
よ
る
紙
の
使
用
量
の
削
減
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面
印
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や
モ
ノ

カ
ラ
ー
印
刷
の
推
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、ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
印
刷
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積
の
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小
等
、あ
ら
ゆ
る
面
で
の
改
善
活
動
が
効
果
を
発
揮

し
て
い
る
。

　
場
内
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化（
図
１
）は
、業
務
全
般

の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
必
須
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、計
画
を
進
め

て
い
る
。物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
設
備
保
全

管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
を
利
用
し

た
安
全
業
務
の
推
進
、場
内
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
整

備
を
行
う
上
で
も
、必
要
不
可
欠
な
通
信
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

今年度SDGs委員会メンバー
【写真右:前列左から】吉永文也（九州営業所）・麻生那々子（総務人事課）・百﨑美奈子（製造部）・古市彩子（分析課）【後列左から】佐藤大輔（営業企画室）・岡野哲也
（PCB処理課）・小西啓太（DX推進課）・多田朔也（操業技術課）・高橋祐介（操業技術課）・有働康之（総務部長/取締役）
【写真左:前列左から】溝端一史（経理課）・宮本翔平（設備課）【後列左から】田上久美子（九州営業所）・松本悠佑（保全課）

②
新
規
事
業
開
発・Ｃ
Ｏ
２
削
減
チ
ー
ム

　
新
規
事
業
開
発
を
テ
ー
マ
に
発
足
し
、現
在
は
会

社
全
体
の
脱
炭
素
化・Ｃ
Ｏ
２
削
減（
図
２
）を
目
標
に

活
動
し
て
い
る
。本
業
で
あ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
は

も
と
よ
り
、社
員
個
人
レ
ベ
ル
に
お
け
る
脱
炭
素
活

動
の
啓
発
も
行
う
。

　「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
実
績
に
よ
り
、産
廃
物
の

集
荷
量
を
増
や
す
こ
と
」を
活
動
目
標
と
し
て
設

定
。他
社
よ
り
産
廃
処
理
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
少

な
く
、燃
え
殻
の
埋
め
立
て
ゼ
ロ
、資
源
循
環
を
実
現

す
る
こ
と
で
、結
果
、環
境
へ
配
慮
し
た
処
理
を
行
う

光
和
精
鉱
へ
の
集
荷
機
会
の
拡
大
を
目
指
す
。

　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
の
取
組
事
例
に
つ
い
て
も
研
究
を
重

ね
、削
減
方
法
を
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
更
、②
リ
サ
イ

ク
ル
促
進
、③
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
、④
Ｃ
Ｏ
２

回
収
に
よ
る
排
出
削
減
の
４
点
に
分
類
し
、光
和
精

鉱
独
自
の
施
策
を
提
案
し
た
。

③
働
き
や
す
い
職
場
改
善
チ
ー
ム

　
社
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
改
善
や
働
き

方
改
革
を
考
え
る
チ
ー
ム
。従
業
員
を
大
切
に
す
る

取
り
組
み
を
実
践
す
る
こ
と
で
会
社
Ｐ
Ｒ
、採
用
、定

着
率
Ｕ
Ｐ
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
光
和
精
鉱
で
は
、従
業
員
の
健
康
増
進
か
ら
生
産

性
の
向
上
を
図
る
健
康
経
営
を
導
入
し
、経
済
産
業

省
か
ら
毎
年
、健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
を
受
け
て

い
る
。特
筆
す
べ
き
は
、従
業
員
の
健
康
診
断
の
結
果

を
H
P
で
公
表
し
、継
続
し
て
健
康
改
善
へ
の
努
力

を
続
け
て
い
る
こ
と
。

　
な
か
で
も
食
習
慣
の
改
善
を
目
指
し
、設
置
型
社

食（
写
真
１
）を
新
設
。安
価
で
手
軽
に
購
入
で
き
る
こ

と
か
ら
社
員
に
喜
ば
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
福
利
厚
生

制
度
の
改
善
へ
取
り
組
み
、安
全・安
心
な
職
場
環
境

を
構
築
し
、働

き
甲
斐
の
あ

る
会
社
づ
く

り
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
の
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委

員
会
チ
ー
ム

で
あ
る
。

　
今
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
会
の
方
向
性
に
つ
い
て
、全

体
を
統
括
す
る
有
働
康
之
取
締
役
に
伺
う
と「
会
社

の
戦
略
を
踏
ま
え
、前
年
度
以
上
に
具
体
的
な
会
社

施
策
へ
つ
な
が
る
活
動
を
目
指
し
て
い
く
」と
の
こ

と
。若
手
中
心
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、部
門
の

枠
を
越
え
た
活
発
な
議
論
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動

が
経
営
陣
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

写真1.設置型社食サービス 図2
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